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豪雨被害を受けたＪＡ岡山西のＡコープ店舗で長澤豊会長（左から2人目）に状況を説明するＪＡ岡山西の山本
清志組合長（右）（4面）

施設園芸・植物工場展２０１８に出展した全農ブー
ス（３面）

平成29年度事業報告などを承認した通常総代会
（２面）

全農役員が豪雨被災地をお見舞い

日本フードサービス協会と事業連携
（営業開発部）

施設園芸･植物工場展（ＧＰＥＣ）2018に
出展（生産資材部）

「第２回和牛甲子園」の参加校募集開始
（畜産総合対策部）

役員の顔ぶれ
全農創立50周年に向けた記念プロジェクト
「Zennovation 2018-2022」スタート
（総合企画部）

食品加工のシノブフーズと
複数年契約結び田植え交流（岐阜県本部）

2

6-7

103

より実践的な事業承継支援へ
（耕種総合対策部）

全農海外輸出拠点紹介
（全農インターナショナル欧州㈱）

一冊丸ごと青森県産品メニューの
ガイドブック発行（青森県本部）

今年度から高校球児向け栄養教育
プロジェクトが本格スタート！（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　㈱ジェイエイてんどうフーズ（山形県）
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News!

日本フードサービス協会と事業連携
外食企業に向けた国産農畜産物の安定的な販売・流通の仕組みを構築 営業開発部

　
全
農
は
、海
外
で
事
業
展
開
し
て
い
る
外
食
企
業
な
ど
も
加
入
し

て
い
る
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会（
Ｊ
Ｆ
）と
事
業
連
携
し
、
外

食
企
業
に
向
け
た
国
産
農
畜
産
物
の
安
定
的
な
販
売
・
流
通
の
仕
組

み
を
構
築
し
ま
す
。

　
全
農
は
Ｊ
Ｆ
と
の
事
業
連
携

の
一
環
と
し
て
、
外
食
向
け
総

合
窓
口
を
営
業
開
発
部
に
設
置

し
、
Ｊ
Ｆ
の
食
材
調
達
・
開
発

等
委
員
会（
7
月
12

日
）で
、
全
農
の
販

売
事
業
や
輸
出
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｆ
の
関

連
団
体
で
あ
る
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
海
外

普
及
推
進
機
構（
Ｊ

Ｒ
Ｏ
）に
も
新
規
加

入
し
、
Ｊ
Ｒ
Ｏ
総
会

（
6
月
21
日
）で
、
輸

出
向
け
食
材
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
海

外
進
出
す
る
外
食
企

業
は
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
現
地
食

材
を
調
達
す
る
こ
と

が
多
い
中
、
全
農
は

Ｊ
Ｆ
の
会
員
が
有
す

る
海
外
の
飲
食
店
舗
へ
日
本
産

の
米
を
は
じ
め
、
国
産
農
畜
産

物
の
安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま

す
。

外食向けの新たなプラットフォーム
外食企業･JF JAグループ

販売相談機能

全農
グループ
会社JFＪ

Ｆ
会
員
の
外
食
企
業

・正会員：451社
・賛助会員：371社
・合計：822社
  （2018年3月末時点）

・会員の海外進出
  店舗数：8,148店舗
  （2018年4月時点）

プラットフォーム

※ＴＡＣ（Team for Agricultural Coordination）担い手の
要望･ニーズを分類し、伝達・共有化を行う

全農
外食向け総合窓口
営業開発部

耕種総合対策部
TAC推進課

各部門

TACシステム

事業連携 ＪＡ
（農家）
（担い手）
（生産法人）

News!

平成29年度事業報告などの議案を承認
第42回通常総代会を開催 総務部

　
全
農
は
7
月
26
日
、都
内
で
第
42
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、「
平
成

29
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
」な
ど
の
議
案
が
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
長
澤
豊
会

長
は「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災

害
で
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

る
。J
A
と
連
携
し
、
全
農
が

農
家
・
組
合
員
か
ら
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
、農
業
分
野
の『
総

合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』と
な
れ
る

よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
い

く
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
神
出
元
一
理
事
長

が「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
剰
余
金
処
分
」に
つ
い
て
、

「
取
扱
高
・
事
業
利
益
は
計
画

を
上
回
り
、
当
期
未
処
分
剰
余

金
は
1
1
9
億
円
を
計
上
、出

資
配
当
金
は
計
画
通
り
2
%

と
し
た
」と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
己
改
革
の
取
り
組
み

状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
後
に
は
、J
A
ビ
ル

で
記
者
説
明
会
を
開
き
ま
し

た
。
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
な
ど

の
記
者
26
人
が
出
席
す
る
中
、

自
己
改
革
の
取
り
組
み
状
況

や
、
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協

会
と
の
事
業
連
携
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

総代会後に開かれた記者説明会で自己改革の取り組み状
況などを説明する神出理事長

全
農
総
代
会
で
開
会
あ
い
さ
つ
す
る

長
澤
会
長
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News!

施設園芸・植物工場展（Ｇ
ジ ー ペ ッ ク

ＰＥＣ）２０１８に出展
生産現場を施設・資材（ハード）と栽培技術（ソフト）でサポート 生産資材部

　
全
農
は
7
月
11
～
13
日
、東
京
都
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
か
れ
た
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
２
０
１
８
に

出
展
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、
2
年
に
1
度

開
か
れ
る
施
設
園
芸
・
植
物
工

場
分
野
の
専
門
展
示
会
で
、
今

年
は
過
去
最
多
の
2
3
5
社
・

団
体
が
出
展
し
、
来
場
者
は
累

計
4
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
全
農
ブ
ー
ス
で
は
、
高
収
量

を
達
成
す
る
た
め
の
施
設
・
資

材（
ハ
ー
ド
）と
、栽
培
技
術（
ソ

フ
ト
）を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
エ
フ
ク

リ
ー
ン
専
用
天
窓
シ
ス
テ
ム
、

カ
ー
テ
ン
シ
ス
テ
ム
、
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
資
材
、
環
境
・
潅か
ん
す
い水
制

御
シ
ス
テ
ム
を
展
示
・
紹
介
し

ま
し
た
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
や

ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み
ら
い
野
に

お
け
る
ト
マ
ト
10
㌃
当
た
り
50

㌧
の
達
成
事
例
、
ゆ
め
フ
ァ
ー

ム
全
農
N
E
X
T
こ
う
ち（
1

㌶
）の
ナ
ス
栽
培
成
果
、
国
産

パ
プ
リ
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
主
催
者
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
高

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
全
農
ブ
ー
ス

※ご不明な点などは、下記アドレスまでお問い合わせください。
　 問い合わせ先：engeishizaika@zennoh.or.jp

度
施
設
園
芸
推
進
室
や
ゆ

め
フ
ァ
ー
ム
全
農
栃
木
分

室
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
全
農
ブ
ー
ス
内
で
も

著
名
人
を
招
い
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
や
各
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
注
目
度
は
非
常
に

高
く
、
盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
今

後
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

News!

「第2回和牛甲子園」の参加校募集スタート
全国の農業高校などに案内、締め切りは9月28日 畜産総合対策部

　
全
農
は
、来
年
1
月
に
東
京
都
港
区
で
開
催
予
定
の「
第
2
回
和
牛

甲
子
園
」参
加
校
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　
和
牛
甲
子
園
は
、
①
将
来
の

担
い
手
候
補
の
育
成
・
サ
ポ
ー

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
②
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
・
想お
も

い
を
全
国
に
伝
え
る
―
―
こ
と

を
目
的
に
、
全
国
の
高
等
学
校

で
和
牛
を
肥
育
し
て
い
る
高
校

生
た
ち
が
、
肥
育
し
た
和
牛
の

肉
質
と
日
頃
の
取
り
組
み
内
容

を
競
い
合
う
大
会
で
す
。
今
年

１
月
に
初
開
催
し
、
来
年
１
月

17
～
18
日
に
第
２
回
を
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
募
集
要
項
が
決
ま

り
、
開
催
日
の
半
年
前
と
な
る

7
月
17
日
、
全
国
農
業
高
等
学

校
長
協
会
を
通

じ
、全
国
の
農
業

高
校
な
ど
へ
参
加

校
の
募
集
開
始
を

案
内
し
ま
し
た
。

　
第
2
回
大
会
も

第
1
回
大
会
と
同

様
、「
和
牛
肥
育

体
験
発
表
会
」と

「
和
牛
枝
肉
共
励

会
」の
両
方
の
評

価
で
審
査
し
ま
す
が
、
今
回
か

ら
、「
総
合
部
門
」、「
枝
肉
評
価

部
門
」に
加
え
て
、「
取
組
評
価

部
門
」の
褒
賞
を
新
た
に
設
け
ま

し
た
。

　
第
2
回
和
牛
甲
子
園
に
向
け

た
、高
校〝
牛
児
〟た
ち
の
熱
い

戦
い
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。第２回和牛甲子園での褒賞 「和牛甲子園」公式ロゴマーク
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J
A
グ
ル
ー
プ
高
知
災
害
対

策
本
部
を
菅
野
副
会
長
、
久
保

田
常
務
が
訪
問
。
J
A
高
知
中

央
会
の
久
岡
隆
会
長
か
ら
、「
道

路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
被

害
の
全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
被
害
を
受
け
た
農
家
が
営

農
意
欲
を
そ
が
れ
な
い
か
心
配
し

て
い
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
災
害
対

策
本
部
を
長
澤
会
長
、
神
出
元

一理
事
長
、
久
保
田
治
己
常
務
が

訪
問
。
J
A
岡
山
中
央
会
の
青

江
伯
夫
会
長
か
ら「
現
実
の
こ
と

と
は
思
え
な
い
。
連
日
37
度
を

超
え
る
猛
暑
で
、
被
災
者
の
体

調
が
心
配
さ
れ
る
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
J
A
岡
山
西
で
は
、
山
本
清

志
組
合
長
が
応
対
さ
れ
、「
主
な

被
害
は
ブ
ド
ウ
、
桃
、
水
稲
。

ブ
ド
ウ
は
出
荷
目
前
で
被
災
し
、

こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
資
材
代
な

ど
の
費
用
を
回
収
す
る
見
込
み

が
な
い
。
水
田
は
個
人
の
力
で
は

元
に
戻
せ
な
い
。
農
機
は
土
砂
に

埋
ま
っ
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
。

肥
料
・
農
薬
は
農
家
在
庫
も

J
A
在
庫
も
全
滅
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

か
ら
の
要
望
と
し
て
、
被
害
農

産
物
の
所
得
補
償
や
が
れ
き
撤

去
の
補
助
、
水
没
し
た
肥
料
農

薬
の
回
収
・
代
金
補
助
・
決
済

サ
イ
ト
延
長
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
管
内
の
資
材
店

舗
や
Ａ
コ
ー
プ
、
果
樹
選
果
場

な
ど
を
訪
問
し
、
被
害
状
況
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
広
島
災
害
対

策
本
部
を
長
澤
会
長
、
神
出
理

事
長
、
久
保
田
常
務
が
訪
問
。

J
A
広
島
中
央
会
の
籾
田
清
会

長
か
ら
、「
断
水
が
続
い
て
お
り
、

飲
み
水
や
体
を
洗
う
水
の
確
保

に
苦
労
し
て
い
る
。
県
内
外
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
避
難
勧
告
の
た
め
現
場
に

入
れ
な
い
。
避
難
所
も
猛
暑
で

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
道
路
が

川
に
な
っ
て
い
て
、
土
砂
を
撤
去

す
る
重
機
が
入
れ
な
い
」
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
災
害
対

策
本
部
を
菅
野
副
会
長
が
訪

問
。
J
A
愛
媛
中
央
会
の
田
坂

實
会
長
か
ら
、「
農
業
よ
り
も
イ

ン
フ
ラ
復
旧
が
優
先
さ
れ
て
い

る
。
特
に
か
ん
き
つ
農
家
の
復
旧

は
時
間
を
要
す
る
。
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
機
と
す
る

離
農
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
愛
媛
た
い
き
、
J
A
え

ひ
め
南
、
J
A
ひ
が
し
う
わ
も

訪
問
し
、
被
害
状
況
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浸
水
で
操
業
を
停
止

し
て
い
る
全
農
子
会
社
の
食
肉

処
理
場「
J
A
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ

ク
ス
㈱
」（
愛
媛
県
大
洲
市
）
も

訪
問
し
、
県
外
で
の
処
理
で
対

応
し
て
い
る
状
況
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
福
岡
災
害
対

策
本
部
を
大
澤
副
会
長
、
久
保

田
常
務
が
訪
問
。
J
A
福
岡
中

央
会
の
松
下
克
弘
常
務
か
ら
、

「
J
A
み
い
、
J
A
筑
前
あ
さ
く

ら
、
J
A
く
る
め
で
の
被
害
が

大
き
い
。
引
き
続
き
情
報
収
集

を
行
い
、
必
要
な
対
策
を
講
じ

た
い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
長
崎
災
害
対

策
本
部
を
大
澤
副
会
長
、
久
保

田
常
務
が
訪
問
。
J
A
長
崎
中

央
会
の
内
田
勇
専
務
か
ら
、「
台

風
７
号
の
強
い
風
に
よ
り
園
芸

施
設
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し

た
。
J
A
ご
と
う
で
の
被
害
が

大
き
い
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
て

い
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
を
大
澤
副
会
長
、
安

田
忠
孝
常
務
が
訪
問
。
ホ
ク
レ
ン

の
板
東
寛
之
専
務
か
ら
、「
大
雨

の
被
害
も
大
き
い
が
、
そ
れ
以

上
に
天
候
不
順
に
よ
る
生
育
・

作
業
の
遅
れ
、
特
に
牧
草
の
遅

れ
が
心
配
。
突
発
的
な
災
害
と

片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
天
候
を
前
提
と
し
た
農
業

の
確
立
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
訪
問
先
に
対
し
全
農
役
員

は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ

て
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

う
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、
共
に
助
け
合
う
と

い
う
協
同
の
理
念
の
も
と
、
被

災
地
の
生
産
基
盤
の
復
旧
・
復

興
や
営
農
再
開
に
向
け
て
、
グ

ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
農
役
員
が
豪
雨
被
災
地
を
お
見
舞
い

現
地
の
声
を
聞
き
、

最
大
限
の
支
援
を
約
束

長
澤
豊
会
長
、
大
澤
憲
一
副
会
長
、
菅
野
幸
雄
副
会
長
ほ
か
全
農
役
員
は
、

豪
雨
被
災
地
へ
の
お
見
舞
い
の
た
め
、
7
月
12
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、

岡
山
・
広
島
・
愛
媛
・
高
知
・
福
岡
・
長
崎
・
北
海
道
を
訪
問
し
ま
し
た
。【
総
務
部
】

岡
山

愛
媛

高
知

福
岡

長
崎

北
海
道

広
島

ＪＡグループ岡山災害対策本部で長澤会長（右奥）に被害状況を説明するＪＡ岡山中央
会の青江会長（左中央）

長
澤
会
長（
左
か
ら
2
人
目
）に
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
被
害
状

況
を
説
明
す
る
Ｊ
Ａ
岡
山
西
の
山
本
組
合
長（
右
）

ＪＡグループ広島災害対策本部で長澤会長（右）に被害状況を説明するＪＡ
広島中央会の籾田会長（左中央）

ＪＡグループ高知災害対策本部で菅野副会長（左手前）に
被害状況を説明するＪＡ高知中央会の久岡会長（右中央）

浸
水
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
本
所
で
菅
野
副

会
長（
中
央
）に
被
害
状
況
を
説
明
す
る
同
Ｊ
Ａ
の
菊
地

秀
明
組
合
長（
右
）

浸
水
で
操
業
を
停
止
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア

イ
パッ
ク
ス
㈱
で
猛
暑
の
中
、
片
付
け
に
追
わ
れ

る
同
社
社
員
の
方
々

ＪＡグループ長崎災害対策本部で大澤副会長（左奥）に被害状況
を説明するＪＡ長崎中央会の内田専務（右中央）

ＪＡグループ福岡災害対策本部で大澤副会長（右奥）に被害状況
を説明するＪＡ福岡中央会の松下常務（奥）
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J
A
グ
ル
ー
プ
高
知
災
害
対

策
本
部
を
菅
野
副
会
長
、
久
保

田
常
務
が
訪
問
。
J
A
高
知
中

央
会
の
久
岡
隆
会
長
か
ら
、「
道

路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
被

害
の
全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
被
害
を
受
け
た
農
家
が
営

農
意
欲
を
そ
が
れ
な
い
か
心
配
し

て
い
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
災
害
対

策
本
部
を
長
澤
会
長
、
神
出
元

一理
事
長
、
久
保
田
治
己
常
務
が

訪
問
。
J
A
岡
山
中
央
会
の
青

江
伯
夫
会
長
か
ら「
現
実
の
こ
と

と
は
思
え
な
い
。
連
日
37
度
を

超
え
る
猛
暑
で
、
被
災
者
の
体

調
が
心
配
さ
れ
る
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
J
A
岡
山
西
で
は
、
山
本
清

志
組
合
長
が
応
対
さ
れ
、「
主
な

被
害
は
ブ
ド
ウ
、
桃
、
水
稲
。

ブ
ド
ウ
は
出
荷
目
前
で
被
災
し
、

こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
資
材
代
な

ど
の
費
用
を
回
収
す
る
見
込
み

が
な
い
。
水
田
は
個
人
の
力
で
は

元
に
戻
せ
な
い
。
農
機
は
土
砂
に

埋
ま
っ
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
。

肥
料
・
農
薬
は
農
家
在
庫
も

J
A
在
庫
も
全
滅
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

か
ら
の
要
望
と
し
て
、
被
害
農

産
物
の
所
得
補
償
や
が
れ
き
撤

去
の
補
助
、
水
没
し
た
肥
料
農

薬
の
回
収
・
代
金
補
助
・
決
済

サ
イ
ト
延
長
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
管
内
の
資
材
店

舗
や
Ａ
コ
ー
プ
、
果
樹
選
果
場

な
ど
を
訪
問
し
、
被
害
状
況
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
広
島
災
害
対

策
本
部
を
長
澤
会
長
、
神
出
理

事
長
、
久
保
田
常
務
が
訪
問
。

J
A
広
島
中
央
会
の
籾
田
清
会

長
か
ら
、「
断
水
が
続
い
て
お
り
、

飲
み
水
や
体
を
洗
う
水
の
確
保

に
苦
労
し
て
い
る
。
県
内
外
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
避
難
勧
告
の
た
め
現
場
に

入
れ
な
い
。
避
難
所
も
猛
暑
で

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
道
路
が

川
に
な
っ
て
い
て
、
土
砂
を
撤
去

す
る
重
機
が
入
れ
な
い
」
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
災
害
対

策
本
部
を
菅
野
副
会
長
が
訪

問
。
J
A
愛
媛
中
央
会
の
田
坂

實
会
長
か
ら
、「
農
業
よ
り
も
イ

ン
フ
ラ
復
旧
が
優
先
さ
れ
て
い

る
。
特
に
か
ん
き
つ
農
家
の
復
旧

は
時
間
を
要
す
る
。
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
機
と
す
る

離
農
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
愛
媛
た
い
き
、
J
A
え

ひ
め
南
、
J
A
ひ
が
し
う
わ
も

訪
問
し
、
被
害
状
況
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浸
水
で
操
業
を
停
止

し
て
い
る
全
農
子
会
社
の
食
肉

処
理
場「
J
A
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ

ク
ス
㈱
」（
愛
媛
県
大
洲
市
）
も

訪
問
し
、
県
外
で
の
処
理
で
対

応
し
て
い
る
状
況
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
福
岡
災
害
対

策
本
部
を
大
澤
副
会
長
、
久
保

田
常
務
が
訪
問
。
J
A
福
岡
中

央
会
の
松
下
克
弘
常
務
か
ら
、

「
J
A
み
い
、
J
A
筑
前
あ
さ
く

ら
、
J
A
く
る
め
で
の
被
害
が

大
き
い
。
引
き
続
き
情
報
収
集

を
行
い
、
必
要
な
対
策
を
講
じ

た
い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
長
崎
災
害
対

策
本
部
を
大
澤
副
会
長
、
久
保

田
常
務
が
訪
問
。
J
A
長
崎
中

央
会
の
内
田
勇
専
務
か
ら
、「
台

風
７
号
の
強
い
風
に
よ
り
園
芸

施
設
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し

た
。
J
A
ご
と
う
で
の
被
害
が

大
き
い
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
て

い
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
を
大
澤
副
会
長
、
安

田
忠
孝
常
務
が
訪
問
。
ホ
ク
レ
ン

の
板
東
寛
之
専
務
か
ら
、「
大
雨

の
被
害
も
大
き
い
が
、
そ
れ
以

上
に
天
候
不
順
に
よ
る
生
育
・

作
業
の
遅
れ
、
特
に
牧
草
の
遅

れ
が
心
配
。
突
発
的
な
災
害
と

片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
天
候
を
前
提
と
し
た
農
業

の
確
立
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
訪
問
先
に
対
し
全
農
役
員

は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ

て
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

う
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、
共
に
助
け
合
う
と

い
う
協
同
の
理
念
の
も
と
、
被

災
地
の
生
産
基
盤
の
復
旧
・
復

興
や
営
農
再
開
に
向
け
て
、
グ

ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
農
役
員
が
豪
雨
被
災
地
を
お
見
舞
い

現
地
の
声
を
聞
き
、

最
大
限
の
支
援
を
約
束

長
澤
豊
会
長
、
大
澤
憲
一
副
会
長
、
菅
野
幸
雄
副
会
長
ほ
か
全
農
役
員
は
、

豪
雨
被
災
地
へ
の
お
見
舞
い
の
た
め
、
7
月
12
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、

岡
山
・
広
島
・
愛
媛
・
高
知
・
福
岡
・
長
崎
・
北
海
道
を
訪
問
し
ま
し
た
。【
総
務
部
】

岡
山

愛
媛

高
知

福
岡

長
崎

北
海
道

広
島

ＪＡグループ岡山災害対策本部で長澤会長（右奥）に被害状況を説明するＪＡ岡山中央
会の青江会長（左中央）

長
澤
会
長（
左
か
ら
2
人
目
）に
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
被
害
状

況
を
説
明
す
る
Ｊ
Ａ
岡
山
西
の
山
本
組
合
長（
右
）

ＪＡグループ広島災害対策本部で長澤会長（右）に被害状況を説明するＪＡ
広島中央会の籾田会長（左中央）

ＪＡグループ高知災害対策本部で菅野副会長（左手前）に
被害状況を説明するＪＡ高知中央会の久岡会長（右中央）

浸
水
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
本
所
で
菅
野
副

会
長（
中
央
）に
被
害
状
況
を
説
明
す
る
同
Ｊ
Ａ
の
菊
地

秀
明
組
合
長（
右
）

浸
水
で
操
業
を
停
止
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア

イ
パッ
ク
ス
㈱
で
猛
暑
の
中
、
片
付
け
に
追
わ
れ

る
同
社
社
員
の
方
々

ＪＡグループ長崎災害対策本部で大澤副会長（左奥）に被害状況
を説明するＪＡ長崎中央会の内田専務（右中央）

ＪＡグループ福岡災害対策本部で大澤副会長（右奥）に被害状況
を説明するＪＡ福岡中央会の松下常務（奥）
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船
木
　耕
太
郎

ふ
な

　き

　
　
　

 

こ
う

　た

　ろ
う

秋
田
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

佐
野
　治

  

さ    

の

　
　
　お
さ
む

茨
城
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

髙
橋
　武

た
か  

は
し

　
　
　たけ
し

栃
木
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

大
澤
　憲
一

お
お  

さ
わ

　
　

 

け
ん
い
ち

群
馬
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

今
井
　長
司

い
ま    

い
　
　
　ち
ょ
う 

じ

新
潟
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

中
川
　泰
宏

な
か 

が
わ

　
　
　や
す  

ひ
ろ

京
都
府
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

中
出
　篤
伸

な
か

　で
　
　
　あ
つ 

の
ぶ

奈
良
県
農
業
協
同
組
合

経
営
管
理
委
員
会 

会
長

菅
野
　幸
雄

か
ん

　の

　
　
　

   

ゆ
き

　お

愛
媛
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

竹
下
　正
幸

た
け 

し
た         

ま
さ  

ゆ
き

島
根
県
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

山
中
　勝
義

や
ま 

な
か

　
　
　かつ  

よ
し

長
崎
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

経営管理委員会  会長

長
澤
　豊

な
が 

さ
わ

　
　

 

ゆ
た
か

山
形
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

新
森
　雄
吾

し
ん  

も
り

　
　
　ゆ
う 

ご

宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

石
塚
　邦
雄

 

い
し  

づ
か

　
　
　く
に   

お

企
業
経
営
経
験
者

藤
井
　憲
章

ふ
じ

　い
　
　
　

 

の
り 

あ
き

榎
本
　健
蔵

え
の 

も
と

　
　
　け
ん 

ぞ
う

善
積
　智
晃

よ
し 

づ
み          

と
も 

あ
き

全
国
農
協
青
年
組
織
協
議
会 

参
与

農
林
水
産
行
政

ほ
ん 

か
わ

　
　か
ず 

よ
し

本
川
　一善

う
ち   

だ

　
　
　か
ず  

ゆ
き

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

内
田
　和
幸

企
業
経
営
経
験
者

た
か  

は
し

　
　
　とし 

ひ
ろ

髙
橋
　俊
裕

弁
護
士

や
ま 

ざ
き

　
　
　ひさ
し

山
﨑
　恒

協
同
組
合

し
ま

　だ

　
　
　ひ
ろ
ゆ
き

嶋
田
　裕
之

経営管理委員会  副会長経営管理委員会  副会長

神
出
　元
一

じ
ん   

で
　

        

げ
ん 

い
ち

代表理事理事長代表理事専務代表理事専務

岩
城
　晴
哉

い
わ   

き        

　は
る   

や

山
﨑
　周
二

や
ま  

ざ
き    

　し
ゅ
う 

じ

常務理事常務理事

久
保
田
　治
己

く     

ぼ     

た

　
　
　
　はる  

み

高
尾
　雅
之

た
か

　お

　
　
　ま
さ 

ゆ
き

常務理事

久
保
　省
三

 

く     

ぼ

　
　
　し
ょ
う
ぞ
う

常務理事

吉
見
　

  

均

よ
し  

み

　
　
　
　

  

ひ
と
し

常務理事

野
口
　

  

栄

の

　ぐ
ち

　
　
　

   

さ
か
え

宮
崎
　
子

み
や 

ざ
き

　
　
　れ
い   

こ

Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織
協
議
会 

理
事

大
西
　茂
志

お
お  

に
し

　
　
　し
げ   

し

小
宮
山
　澄
枝

  

こ

み

　や
ま

　
　
　す
み  

え

弁
護
士

原
田
　昌
平

は
ら

　だ

　
　
　し
ょ
う
へ
い

公
認
会
計
士

秋
川
　健
次

あ
き
か
わ

　
　
　け
ん

　じ

企
業
経
営
経
験
者

金
子
　光
夫

か
ね

　こ

　
　
　み
つ   

お

山
口
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

常務理事

桑
田
　義
文

く
わ   

だ

　
　
　

 

よ
し 

ふ
み

常務理事

安
田
　忠
孝

や
す

　だ

　
　
　た
だ 

た
か

経営管理委員

理　事

監　事参　与

足
立
　能
夫

 

あ

　だ
ち

　
　
　よ
し 

お

岐
阜
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

役員の顔ぶれ
経営管理委員・理事・監事・参与の顔ぶれを紹介します。
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船
木
　耕
太
郎

ふ
な

　き

　
　
　

 

こ
う

　た

　ろ
う

秋
田
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

佐
野
　治

  

さ    

の

　
　
　お
さ
む

茨
城
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

髙
橋
　武

た
か  

は
し

　
　
　たけ
し

栃
木
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

大
澤
　憲
一

お
お  

さ
わ

　
　

 

け
ん
い
ち

群
馬
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

今
井
　長
司

い
ま    

い
　
　
　ち
ょ
う 

じ

新
潟
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

中
川
　泰
宏

な
か 

が
わ

　
　
　や
す  

ひ
ろ

京
都
府
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

中
出
　篤
伸

な
か

　で
　
　
　あ
つ 

の
ぶ

奈
良
県
農
業
協
同
組
合

経
営
管
理
委
員
会 

会
長

菅
野
　幸
雄

か
ん

　の

　
　
　

   

ゆ
き

　お

愛
媛
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

竹
下
　正
幸

た
け 

し
た         

ま
さ  

ゆ
き

島
根
県
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

山
中
　勝
義

や
ま 

な
か

　
　
　かつ  

よ
し

長
崎
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

経営管理委員会  会長

長
澤
　豊

な
が 

さ
わ

　
　

 

ゆ
た
か

山
形
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

新
森
　雄
吾

し
ん  

も
り

　
　
　ゆ
う 

ご

宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

石
塚
　邦
雄

 

い
し  

づ
か

　
　
　く
に   

お

企
業
経
営
経
験
者

藤
井
　憲
章

ふ
じ

　い
　
　
　

 

の
り 

あ
き

榎
本
　健
蔵

え
の 

も
と

　
　
　け
ん 

ぞ
う

善
積
　智
晃

よ
し 

づ
み          

と
も 

あ
き

全
国
農
協
青
年
組
織
協
議
会 

参
与

農
林
水
産
行
政

ほ
ん 

か
わ

　
　か
ず 

よ
し

本
川
　一善

う
ち   

だ

　
　
　か
ず  

ゆ
き

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

内
田
　和
幸

企
業
経
営
経
験
者

た
か  

は
し

　
　
　とし 

ひ
ろ

髙
橋
　俊
裕

弁
護
士

や
ま 

ざ
き

　
　
　ひさ
し

山
﨑
　恒

協
同
組
合

し
ま

　だ

　
　
　ひ
ろ
ゆ
き

嶋
田
　裕
之

経営管理委員会  副会長経営管理委員会  副会長

神
出
　元
一

じ
ん   

で
　

        

げ
ん 

い
ち

代表理事理事長代表理事専務代表理事専務

岩
城
　晴
哉

い
わ   

き        

　は
る   

や

山
﨑
　周
二

や
ま  

ざ
き    

　し
ゅ
う 

じ

常務理事常務理事

久
保
田
　治
己

く     

ぼ     

た

　
　
　
　はる  

み

高
尾
　雅
之

た
か

　お

　
　
　ま
さ 

ゆ
き

常務理事

久
保
　省
三

 

く     

ぼ

　
　
　し
ょ
う
ぞ
う

常務理事

吉
見
　

  

均

よ
し  

み

　
　
　
　

  

ひ
と
し

常務理事

野
口
　

  

栄

の

　ぐ
ち

　
　
　

   

さ
か
え

宮
崎
　
子

み
や 

ざ
き

　
　
　れ
い   

こ

Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織
協
議
会 

理
事

大
西
　茂
志

お
お  

に
し

　
　
　し
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し

小
宮
山
　澄
枝

  

こ

み

　や
ま
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み  

え

弁
護
士

原
田
　昌
平

は
ら

　だ

　
　
　し
ょ
う
へ
い

公
認
会
計
士

秋
川
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次

あ
き
か
わ

　
　
　け
ん

　じ

企
業
経
営
経
験
者

金
子
　光
夫

か
ね

　こ

　
　
　み
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お

山
口
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

常務理事

桑
田
　義
文

く
わ   

だ

　
　
　

 

よ
し 
ふ
み

常務理事

安
田
　忠
孝

や
す

　だ

　
　
　た
だ 

た
か

経営管理委員

理　事

監　事参　与

足
立
　能
夫

 

あ

　だ
ち

　
　
　よ
し 

お

岐
阜
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長
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News!

食品加工のシノブフーズと複数年契約
田植え交流会で産地と実需の結び付き強化 岐阜県本部

　
岐
阜
県
本
部
は
5
月
下
旬
、お
に
ぎ
り
や
弁
当
を
製
造
す
る
食
品
加

工
会
社「
シ
ノ
ブ
フ
ー
ズ
」（
本
社
・
大
阪
府
）と
、J
A
め
ぐ
み
の
管

内
産
米「
あ
き
さ
か
り
」の
3
年
間
の
複
数
年
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
6
月
5
日
、産
地
と
実
需
者
と
の
結
び
付
き
を
よ
り
強

い
も
の
に
し
よ
う
と
、可
児
市
に
同
社
員
を
招
き
、田
植
え
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
複
数
年
契
約
は
、
生
産
者
に

と
っ
て
は
お
米
の
安
定
生
産
、

実
需
者
に
と
っ
て
は
安
定
経
営

に
つ
な
が
る
新
し
い
取
り
組
み

で
す
。J
A
め
ぐ
み
の
が
生
産

者
と「
あ
き
さ
か
り
」の
出
荷

契
約
を
結
び
、
岐
阜
県
本
部
を

通
じ
て
同
社
へ
販
売
し
ま
す
。

契
約
単
価
は
18
～
20
年
産
の
3

年
間
固
定
。安
定
供
給
の
た
め
、

3
年
間
で
段
階
的
に
作
付
面
積

や
販
売
数
量
の
拡
大
を
計
画

し
、
18
年
産
は
50
㌶
で
3
0
0

㌧
の
生
産
・
販
売
を
予
定
し
ま

す
が
、
20
年
産
は
2
0
0
㌶
、

1
2
0
0
㌧
を
目
指
し
ま
す
。

　

田
植
え
交
流
会
は
、
同

社
に
産
地
情
報
を
よ
り
深

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

Ｊ
Ａ
出
資
法
人
㈲
土
利
夢

フ
ァ
ー
ム
可
児
の
協
力
を

得
て
開
催
。
30
人
が
参
加

し
、
生
産
者
か
ら
指
導
を

受
け
、「
あ
き
さ
か
り
」の

苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。

田
植
え
機
の
実
演
や
、
生

産
者
・
実
需
者
の
意
見
交

換
も
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
複
数
年
契
約
に
向
け
産

地
と
実
需
者
と
の
関
係
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

産地情報をより深く知ってもらおうとシノブフーズの社員を招いて
行われた田植え交流

全農創立50周年に向けた記念プロジェクト

　全農は、既存の枠組みや固定概念にとらわれない新たな
事業発掘を目的に、これまで新規事業提案制度に取り組
んできました。
　この新規事業提案制度が、今年から全農創立50周年に
向けた記念プロジェクト「Zennovation 2018-2022」として、
５カ年プロジェクトに生まれ変わります！ 2022年までの5年
間で、私たち全員が、情熱をもって挑戦しイノベーションを
創造できる新しい組織になろうというプロジェクトです。

　その年のテーマに関する事業プランを仲間と作り、事務
局までご応募ください！

※次号から、新規事業提案制度を通じて全農グループ内でイノベーションを起
こした職員に事業内容や提案当時について報告してもらいます（3回連載）。

今年のテーマ

「全農×ANY～Open Innovation～
　コラボレーションで価値を創造しよう」

JA全農 総合企画部
Zennovation事務局

問い合わせ先

９月１日～１０月３１日応募期間

全農職員･グループ子会社･子法人など
社員による３人以上のチーム
※詳細は、全農グループ職員･子会社専用サイトまたはポスター･
　パンフレットをご確認ください。

応募資格

問い合わせは
こちらから

新規事業提案制度は、「全農イノベーションチャレンジ＝Zennovation」として
新たな組織文化を作ります！ 【総合企画部】

Zennovation 2018-2022 Start
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　2
0
1
7
年
1
月
に
発
行
し
た

「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク（
親
子
版
）」は
、

日
々
担
い
手
に
訪
問
し
て
い
る
T
A
C

が
、
親
子
間
の
話
し
合
い
の
き
っ
か
け

づ
く
り
や
話
し
合
い
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、

円
滑
な
事
業
承
継
支
援
に
活
用
で
き

る
ツ
ー
ル
で
す
。
T
A
C
に
よ
る「
事

親
子･

世
代
間
の
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
へ

よ
り
実
践
的
な
事
業
承
継
支
援
に
力

耕
種
総
合
対
策
部 

T
A
C
推
進
課

拡
充
を
図
り
、
各
県
の
研
修
会
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　2
0
1
7
年
度
に
各
県
域
・

J
A
・
農
業
関
係
組
織
で
開
催
さ
れ

た
事
業
承
継
研
修
会
は
、
延
べ
70
回

以
上
、
4
0
0
0
人
を
超
え
る
職
員

が
受
講
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
各
県

域
や
J
A
で
の
研
修
会
に
加
え
、
集

落
営
農
組
織
向
け
の
研
修
会
、
行
政

等
関
係
機
関
で
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
関
係

者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
職
員
向
け
の

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
み
な

ら
ず
、
行
政
等
関
係
機
関
と
連
携

強
化
を
図
り
、
事
業
承
継
が
進
む

よ
う
取
り
組
み
支
援
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

業
承
継
ブ
ッ
ク（
親
子
版
）」の
活
用
が

進
む
中
、
親
子
間
だ
け
で
な
く
集
落

営
農
組
織
内
の
事
業
承
継
支
援
に
つ

い
て
も
多
数
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
2
0
1
8
年
5
月
に

は「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク（
集
落
営
農

版
）」を
発
行
し
、
集
落
営
農
組
織

内
の
世
代
を
超
え
た
話
し
合
い
の
促

進
に
向
け
て
活
用
を
す
す
め
て
い
ま

す
。　6

月
13
、
14
日
、
県
域
T
A
C
と

事
業
承
継
支
援
に
関
わ
る
県
域
担
当

者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
事
業
承
継
の

必
要
性
や
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
の
活
用

方
法
に
加
え
、事
業
承
継
支
援
の
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
受
講
者
か
ら
は「
研
修
内
容
を

県
域
で
展
開
し
、
現
場
で
事
業
承
継

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
き
た
い
」と
いっ

た
積
極
的
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

更
に
、
事
業
承
継
の
研
修
ツ
ー
ル
の

事
業
承
継
支
援
ツ
ー
ル
の
充
実

T
A
C・普
及
指
導
員
や

集
落
営
農
組
織
、

農
業
関
係
者
向
け
の
啓
発
活
動

事業承継ブック（親子版）㊧と事業承
継ブック（集落営農版）㊨

事業承継ブック活用のきっかけづくりとなるグループワークを実施

宮崎県普及指導員向け研修会でグループワークを実施

　
全
農
は
、
農
業
の
重
要
課
題
で
あ
る
事
業
承
継
に
つ
い
て
、
全
国
の

J
A
や
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
、
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
共
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
開
始
か
ら
3
年
目
と
な
る
今
年
度
は
事
業
承
継
に
関

す
る
啓
発
活
動
に
加
え
、
取
り
組
み
の
実
践
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

※事業承継に関する生産者の関心は着実に増加しています

事業承継のキーワードを含むTACの面談記録の件数推移
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催
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全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
㈱

国
際
色
あ
ふ
れ
る
ス
タッフ
が
奮
闘

物
を
生
産
し
て
く
れ
た
組
合
員
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
声
を
張
り

上
げ
る
彼
ら
の
姿
は
、
世
界
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
ひ
と
際
目
立
ち
、
全
農

の
ブ
ー
ス
は
い
つ
も
人
だ
か
り
で
す
。

食
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
2
0
1

5
年
11
月
に
和
牛
料
理
を
中
心
と
し

た
欧
州
初
の
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン

〝T
O
K
IM
EIT
Ē

〞を
ロ
ン
ド
ン
の
一

等
地
メ
イ
フ
ェ
ア
に
開
店
。
通
算
5

万
人
を
超
え
る
お
客
さ
ま
に
ご
愛
顧

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や

食
育
活
動
な
ど
を
通
じ
日
本
食
材
の

素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
し
て
い

ま
す
。
2
0
1
6
年
11
月
に
は
英
国

食
品
卸
ス
コ
ッ
チ
・
フ
ロ
ス
ト
・
オ
ブ
・

グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
子
会
社
化
し
ま
し

た
。
同
社
は
1
9
6
7
年
創
業
、

全
英
に
5
カ
所
の
営
業
・
保
管
拠
点

を
持
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
を
65
台
所
有
し
、

3
0
0
0
社
を
超
え
る
飲
食
店
や
食

品
卸
に
毎
日
自
ら
デ
リ
バ
リ
ー
し
て

い
ま
す
。
同
社
の
配
送
網
を
活
用
し

た
日
本
産
農
産
物
の
販
売
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

地
拠
点
設
立
以
降
、
取
り

扱
い
実
績
は
着
実
に
増
え
て

き
ま
し
た
が
、
来
年
、
日
欧
E
P
A

が
発
効
さ
れ
れ
ば
、
欧
州
の
輸
入
関

税
は
大
幅
削
減
・
撤
廃
さ
れ
日
本
産

農
産
物
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
が
期

待
さ
れ
ま
す
。一
方
、
英
国
の
E
U

離
脱
交
渉
は
ま
だ
見
通
し
が
立
た

ず
、
英
国
景
気
へ
の
不
確
実
性
は
ぬ

ぐ
え
ず
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

き
ま
す
。
暗
中
模
索
の
毎
日
で
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

を
も
っ
て
、
欧
州
に
J
A
グ
ル
ー
プ
・

ZEN
-N
O
H

の
歩
み
を
一
つ一
つ
刻
ん

で
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
、
欧
州
ご
訪

問
の
折
は
、
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

0
1
5
年
、
全
農
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
㈱
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
和
牛
解
禁
に
合
わ
せ
て
、

世
界
の
富
裕
層
が
集
ま
り
日
本
産
農

畜
産
物
の
需
要
拡
大
が
期
待
で
き
る

世
界
の
情
報
発
信
基
地
・
ロ
ン
ド
ン

に
拠
点
を
構
え
ま
し
た
。
職
員
は
駐

在
員
3
名
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
5
名
。

経
験
豊
か
で
国
際
色
あ
ふ
れ
る
人
材

が
、
歴
史
も
言
語
も
習
慣
も
異
な
る

外
国
で
の
業
務
推
進
の
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ

こ
そ
が
日
本
の
生
産
者
の
代
表
と
い

う
心
意
気
と
、
素
晴
ら
し
い
農
畜
産

スペインの取引先主催の日本産食材フェアで国産農畜産
物・加工品をアピール

※次回は、全農インターナショナルアジア㈱を紹介します（9月頃掲載予定）。

2

和

現

左から多田部長、廣木次長、シャロンさん、ラージ課長、
境取締役業務部長、テオ部長、ジャンスさん

高級ホテルなどが立ち並ぶメイフェア地区、直営レ
ストランTOKIMEITĒが入るビルの4階にある全
農インターナショナル欧州㈱

　全
農
は
輸
出
事
業
の
強
化
の
た
め
、
欧
州
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

米
国
、
香
港
、
台
湾
に
輸
出
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。『
J
A
全

農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』で
は
、
こ
れ
ら
の
海
外
輸
出
拠
点
を
紹
介
し

ま
す
。初
回
は
、全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
株
式
会
社
で
す
。

全農

スタッフ紹介

境健司（取締役業務部長）
多田充利（営業部長）
廣木正憲（営業次長）
テオ･ジョーンイブ
（広報宣伝･事業開発部長、フランス出身）

ラージ･デバーニ（経理課長、インド出身）
シャロン･リー（営業課長、台湾出身）
ジャンス･オンゲル（広報担当、トルコ出身）
池田かおり（庶務･経理担当）
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　ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
い
る

東
京
都
内
・
近
郊
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

カ
フ
ェ
で
ク
ー
ポ
ン
を
見
せ
る
と
、

青
森
県
産
品
を
使
用
し
た
イ
タ
リ
ア

ン
メ
ニ
ュ
ー
が
割
引
価
格
で
味
わ
え

ま
す
。各
店
舗
が
、野
菜
9
品
目（
ト

マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ガ

イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
コ
カ
ブ
）と
特
A

米「
青
天
の
霹
靂
」の
中
か
ら
使
用
品

目
を
選
定
。
メ
ニ
ュ
ー
は
す
べ
て
各

店
舗
が
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

全
69
店
舗
の
料
理
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。　紙

面
に
は
、
青
森
県
産
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
パ
ス
タ
や
バ
ー
ニ
ャ

カ
ウ
ダ
、「
青
天
の
霹
靂
」を
使
っ
た

リ
ゾ
ッ
ト
な
ど
色
鮮
や
か
な
料
理
が

並
び
ま
す
。
中
に
は
ド
ル
チ
ェ
も
あ

り
、
新
し
い
食
べ
方
も
提
案
。
ま
た
、

各
品
目
の
特
徴
や
ナ
ガ
イ
モ
生
産
者

の
収
穫
作
業
風
景
、家
で
作
れ
る「
青

天
の
霹
靂
」と「
ナ
ガ
イ
モ
」の
簡
単

レ
シ
ピ
を
紹
介
。

　さ
ら
に
、「
青
天
の
霹
靂
」が
当
た

る
S
N
S
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て「
青
森
や
さ
い
詰

め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」が
当
た
る
W
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
青
森
県
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　今
回
の
企
画
は「
知
っ
て
・
食
べ

て
・
広
め
る
」が
コ
ン
セ
プ
ト
。
書

店
や
コ
ン
ビ
ニ
に
並
ぶ
冊
子
や

S
N
S
な
ど
の「
媒
体
」が
持
つ
力
、

メ
ニ
ュ
ー
考
案
や
提
供
、
独
自
の
宣

伝
告
知
を
行
う「
店
舗
」が
持
つ
力
、

S
N
S
な
ど
を
活
用
し
た「
口
コ
ミ
」

の
3
方
向
か
ら
の「
力
」を
結
集
し
、

情
報
の
拡
散
力
が
期
待
で
き
ま
す
。

書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
に
並
ぶ
冊
子
は
、

そ
の
も
の
が
広
告
と
な
る
こ
と
か

ら
、
特
に
表
紙
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
に

こ
だ
わ
り
、
各
店
舗
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

見
た
目
に
も
お
い
し
そ
う
な
写
真
映

え
を
意
識
し
た
も
の
を
依
頼
し
ま
し

た
。　若

年
層
は
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
い
世

代
で
食
べ
て
も
ら
い
、
青
森
県
産
品

の
お
い
し
さ
と
認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　グ
ル
メ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
、
東
京

都
内
・
近
郊
の
書

店
や
コ
ン
ビ
ニ
の

他
、
Amazon
で

も
購
入
で
き
ま
す
。

1
冊
税
込
み

9
8
0
円
。
ク
ー

ポ
ン
有
効
期
間
は

10
月
9
日
ま
で
。

一
冊
丸
ご
と
青
森
県
産
品
メ
ニ
ュ
ー

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
力
と
拡
散
力
に
期
待

青
森
県
本
部
が

東
京
イ
タ
リ
ア
ン
パ
ス
を
発
行

へ
き
れ
き

若
年
層
へ
の
P
R
を
狙
う

シェフが腕を振るい
提供される青森県産野菜とお米!

青
森
県
本
部
は
、
一
冊
丸
ご
と
青
森
県
産
品
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

掲
載
す
る
、
ク
ー
ポ
ン
付
き
の
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
P
R
E
M
I
U
M 

P
A
S
S
｜

東
京
イ
タ
リ
ア
ン
パ
ス 

vo
l・
１
』を

発
行
し
ま
し
た
。【
青
森
県
本
部
】

一冊丸ごと青森県産品メニューの
『東京イタリアンパス』

青森県本部の
ホームページはこちら。
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、8/17（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、お届け先により送料がかかります。ご注文期間を過ぎると価格や送料が変わる場合
があります。 ※8月下旬頃からの発送予定です。

　山形県は四季の変化が鮮やかで、山間部の冬の豪雪はそのまま山
に貯えられ、やがて豊かな湧き水となって田畑を潤します。肥沃な土
壌に加え、一年にわたり昼夜の寒暖差が大きく、おいしい桃作りに最
適な条件を備えた産地として知られています。
　紹介する「黄金桃」は「川中島白桃」から偶然誕生した品種。袋を
掛け丁寧に育てた果実は、鮮やかな黄色に色づき、甘みと酸味がほ
どよい果肉と、完熟マンゴーのような芳香を楽しむことができます。
美しい色合いとそのおいしさから贈り物として人気の商品です。
　ぜひ、この機会にご賞味ください。

（株）ジェイエイてんどうフーズ（山形県）

JAタウンは
こちらから

山形県産黄金桃（約2.6㌔ 8～10玉）……4200円

ひよく

調査対象校にお米を提供
　全農は立命館大学と連携し、高校球児向け栄養教育プロジェ
クトを進めています。このプロジェクトは、調査協力校8校へ個
別栄養教育、お米提供、地域交流支援などを行い、その効果
を調査することで、高校球児やスポーツ選手向け栄養教育プロ
グラムの開発を目指すものです。調査は3年間で、今年度から
スタートしました。
　全農は8校のうち4校
に対し、お米を提供しま
す。お米を提供する各
校には、野球部生徒と
その保護者との交流の
場に参加し、全農の取
り組みについて紹介して
いきます。　　【広報部】

　全農が冠提供する同番組では、全農が
作成した全国47都道府県の農業や食材な
どを紹介するCMが放送されます。
※このほか、高校野球の特設ホームページの開設、JAビル
（東京・大手町）地下1階への電飾看板の掲示なども行
います。

夏の高校野球
見るなら BS朝日で

滋賀県立彦根東高校※
立命館守山高校※
岐阜県立岐阜総合学園高校※
東京都立豊多摩高校※
奈良県立畝傍高校
京都府立北嵯峨高校
兵庫県立須磨友が丘高校
三重県立津商業高等学校
※お米提供校

滋賀
滋賀
岐阜
東京
奈良
京都
兵庫
三重

対象校 都府県

BS朝日では、夏の高校野球を
全試合完全生中継！

（8月5日～21日）

8月4日（土）開幕前日

8月5日（日）開幕日

8月5日（日）開幕日
朝日新聞朝刊

日本農業新聞

日刊スポーツ

47都道府県のおむすび広告

47都道府県の元高校球児の
生産者からの応援メッセージ

47都道府県のおむすび広告

47都道府県のおむすび広告

新
聞
広
告

予
定

岐阜総合学園高校の野球部に、お米を贈呈した左から
ＪＡぎふパールライスセンターの川嶋所長、岐阜県本部
管理部の後藤部長とＪＡぎふ直販事業課の笠原課長㊨

今年度から高校球児向け栄養教育プロジェクト  本格スタート

2018 8.6 vol.852

豪雨被害を受けたＪＡ岡山西のＡコープ店舗で長澤豊会長（左から2人目）に状況を説明するＪＡ岡山西の山本
清志組合長（右）（4面）

施設園芸・植物工場展２０１８に出展した全農ブー
ス（３面）

平成29年度事業報告などを承認した通常総代会
（２面）

全農役員が豪雨被災地をお見舞い

日本フードサービス協会と事業連携
（営業開発部）

施設園芸･植物工場展（ＧＰＥＣ）2018に
出展（生産資材部）

「第２回和牛甲子園」の参加校募集開始
（畜産総合対策部）

役員の顔ぶれ
全農創立50周年に向けた記念プロジェクト
「Zennovation 2018-2022」スタート
（総合企画部）

食品加工のシノブフーズと
複数年契約結び田植え交流（岐阜県本部）

2

6-7

103

より実践的な事業承継支援へ
（耕種総合対策部）

全農海外輸出拠点紹介
（全農インターナショナル欧州㈱）

一冊丸ごと青森県産品メニューの
ガイドブック発行（青森県本部）

今年度から高校球児向け栄養教育
プロジェクトが本格スタート！（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　㈱ジェイエイてんどうフーズ（山形県）

4 

5
面

8

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

第
42
回
通
常
総
代
会
を
開
催

2面

ジーペック
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